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研究成果の概要（和文）：本研究では，(1)ダイナミック・プライシング，(2)マッチング販売，(3)カスタマイ
ズ販売のそれぞれについて消費者の視点から価格戦略の評価を試みた．(1)では，自動で予約・購入処理を実行
するプログラムであるインターネットボットの存在を最適価格政策に考慮しなければ，企業収益および消費者余
剰を低減させることを示した．(2)では，チケット転売対策としてのマッチングシステムの導入において，チケ
ットの販売価格の上限を適切に設定することが社会的厚生を増加させるために重要であることを示した．さら
に，(3)では消費者の使用量に基づく従量課金販売に着目し，課金単価を最適に設定することで社会的厚生の増
加を示した．

研究成果の概要（英文）：In this research, we tried to evaluate the price strategy from the consumer'
s perspective for each of (1) dynamic pricing, (2) matching sales, and (3) customized sales. In part
 (1), it was shown that firm's profit and consumer surplus are reduced unless the optimal price 
policy considers the existence of the Internet bot, which is a program that automatically executes 
reservation/purchase processing. In part (2), it was shown that in introducing a matching system as 
a measure against ticket resale, it is important to properly set the upper limit of the selling 
price of tickets in order to increase social welfare. Furthermore, in part (3), we focused on 
pay-per-use sales based on the amount of consumption by consumers, and showed an increase in social 
welfare by optimally setting the charging unit price.

研究分野： オペレーションズ・リサーチ

キーワード： 価格決定　レベニューマネジメント　在庫管理　数理モデル
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研究成果の学術的意義や社会的意義
動的価格決定モデルは数多く研究されているが，その多くは収益改善を目的としている．消費者の公平性という
視点から価格戦略を分析・評価した点が本研究の大きな学術的特色である．また，オンラインによるカスタマイ
ズ販売は，比較的新しいサービスであり，今後さまざまな業種での適用が予想される．そのため，消費者の視点
に立ち価格政策の定性的な性質を明らかにする点は社会的にも重要であるといえる．本研究から得られた知見は
今後，ブラックボックス化が進むと予想される価格付けに対する理論的な説明を与えるため，消費者保護だけで
なく，システム障害発生の予知・予防にも有効であり，社会に対して重要な役割を果たすと考えている．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
近年の IoT，ビッグデータ，人工知能（AI）などの技術の進展とともに，データの流通と利活

用が我が国の持続的な経済成長をもたらす重要な鍵であるといえる．企業において，コスト削減
の余地が限界まで小さくなるなか，価格付けの重要性がますます高まっている．そのため，デー
タを通じて顧客価値を十分に測定し，価格に反映させることで収益最大化を図る価格付け手法
が求められている．インターネット販売を行う幾つかの企業では，すでに独自のアルゴリズムに
基づき，価格決定を自動化しているが，どのようなメカニズムにより商品の価格付けがなされる
か消費者は知ることができない．また，国外のソフトウェアを導入している場合には，企業自身
もその方法を知ることができない．もし，価格の透明性や公平性に欠いている場合，消費者の不
信感が高まり，長期的な企業活動に影響を与えるものと考えられる．したがって，企業の持続的
な発展および消費者の安全・安心な購買環境を実現するため，価格決定方策の理解と公平性を保
つための仕組みを開発し，企業と消費者間で認識を共有することが重要であるといえる． 
 

２．研究の目的 
本研究では，今後，急速な発展が予想される(1)動的価格販売，(2)カスタマイズ価格販売，(3)
シェアリング販売について，価格決定のための数理モデルの構築と最適政策の性質を解析的に
明らかにする．(1)では，近年，通信販売会社や航空券やホテル，生鮮食品などの陳腐化する財
を販売する企業において，ダイナミック・プライシングと呼ばれる価格付け手法が用いられてい
る．これは，売れ行きに応じて価格を調整し，需要リスクを低減することで，収益の最大化を図
ることを目的としている．しかし，販売価格がリアルタイムに変化するため，大きな価格変動は
消費者の不信感を招くおそれがある．従って，顧客の購買行動や他社との競争環境がどのように
価格の変動傾向に影響を与えるかを明らかにすることで価格の透明性を高めることを目的とす
る． 
(2)では，BtoB 取引や保険，レンディングなど売り手と買い手との間で価格交渉が生じる商品

販売において，売り手は市場環境を考慮し，顧客ごとに異なる価格（または利率）を設定してい
る．このような価格付けはカスタマイズ・プライシングと呼ばれ，インターネットサービスの普
及とともに注目されている．本研究では，顧客の利用料や支払い意思額などの特徴がどのように
最適な販売価格および企業の収益に影響を与えるか分析することが目的である． 
(3)では，近年，コンサートやスポーツイベントにおいてチケットを買い占めて不当に価格を釣

り上げて転売をおこなう個人や業者が問題となっている．この対策として，顔認証システムやマ
ッチングシステムが導入されている．顔認証での本人確認により，チケットの転売防止が可能と
なる．また，何らかの理由で行けなくなった顧客には，ファンクラブが主導して，定価で受け渡
す相手を会員内から探すマッチングサービスが提供されている．マッチングサービスは使用さ
れることはない資産（座席）を他の顧客とシェアすることに等しいため，シェアリング・エコノ
ミーとして考えられる．しかしながら，チケットの転売市場の活用を規制し，マッチングサービ
スを適用することで，(i)需給が価格に反映されず，高値を払ってでも参加したい顧客の満足度
を低下させる，(ii)手数料はかかるが定額で返金可能であるため，購入者数の増加により，チケ
ットがより入手困難となるなどの問題も生じる．本研究では，国内外のチケット販売でとられて
いる転売防止策を調査し，問題点を明確にするとともにマッチングサービスの有効性を評価す
ることを目的とする．  
 
３．研究の方法 
上述の研究の目的に沿ってテーマ(1)〜(3)の研究方法を述べる． 
(1) では，ダイナミック・プライシングにおいて価格変動に影響を与える可能性のある要因を抽

出することから始める．国外の実証研究を調査し，顧客が価格の変動に対してどのような場
合に不公平または不満を感じるかをまとめる．その後，既存の価格決定モデルを用いて調査
した環境の下でシミュレーションを実施し，価格の変動や顧客の効用を分析する．さらに，
価格の変動に影響が見られた場合には，企業の収益を損なうことなく，顧客の視点から好ま
しい価格変動となるよう新たなモデルを提案する． 

(2) カスタマイズ・プライシングの代表的な適用事例である従量課金販売とソーシャルレンディ
ングについて調査する．それぞれについて国内外での事例を調査することから始め，不確実
性の要因や企業と消費者双方の利点・欠点をまとめる．その後，従量課金販売における最適
な課金額を決定するための基礎モデルを調査で明らかとなった不確実性の要因を取り入れ
て定式化する．ソーシャルレンディングについては後払い決済に着目し，借り手の特性を考
慮した貸付金利を決定するための確率モデルを構築および分析する． 

(3) シェアリング販売については，日本国内のライブ・エンタテイメント市場全体を捉えた統計
調査である「ライブ・エンタテイメント白書」をもとに調査する．先行研究をベースとして，
販売期間を一般販売と 2次販売の 2期間に分けてモデルを定式化する．まず，2次販売にお
いて転売市場を規制し，マッチングサービスを顧客に提供した場合をモデル化する．企業の
期待利益を最大とする最適な価格を求めるとともに，顧客の満足度を評価する．満足度は顧
客の支払い意思額と最適価格の差として表す．その後，2次販売において転売市場を認めた
場合をモデル化する．このモデルでは，転売市場での販売価格をモデル化する必要があるが，



これは先行研究と同様に，投機家（転売者），ファン，売り手からなる部分ゲーム完全均衡
として表す．転売市場を規制した場合とそうでない場合との主催者の利益および顧客の満足
度を比較し，公平な販売方法のあり方を定量的に分析する．  

 
４．研究成果 
研究の目的・方法で述べたテーマ(1)〜(3)それぞれの研究成果を述べる． 
(1)同一市場に自社よりもサービス品質の高い製品を販売している他社が存在する状況において

ダイナミック・プライシングを適用する自社の最適価格の変動傾向について研究した.このよ
うな市場の例として，フルサービスの航空会社と格安航空会社の関係が挙げられる.この問題
を連続時間の下で確率制御問題として定式化し，最適価格の平均的な変動傾向を明らかにし
た．ダイナミック・プライシングにおける最適価格の平均的な傾向は①顧客の支払い意思額
の時間的変化と②価格政策に影響を受けることを示した.市場環境に応じて適切な価格決定
モデルを用いることは，企業の収益を拡大のためだけでなく，J カーブの発生を回避するこ
とにも効果的である.J カーブは早期に高値で購入した顧客がその後の値下がりに対して不
公平感を持つ原因となるため，顧客ロイヤリティの低下につながる可能性がある. J カーブ
の発生がミスプライシングによるものか支払い意思額の変化によるものかを意思決定者は理
解する必要があることを指摘した.この研究成果は Price Trends and Dynamic Pricing in 
Perishable Product Market Consisting of Superior and Inferior Firms というタイトル
で学術雑誌に掲載された． 

(2)顧客の予想使用量と実際の使用量の不確実性を考慮した従量課金制における価格付け問題を
研究した.まず，販売価格が既知である場合に，最適な課金単価が存在することを示した.さ
らに，実際の需要量の平均が予想使用量の平均よりも高い場合に従量課金制は企業利益を増
加させることを示した．次に，販売価格と課金単価を同時に決定するモデルに拡張した．こ
の場合，期待利益の関数が複雑であるため，数値的に従量課金制の期待利益に対する効果を
分析した．その結果，実際の使用量が比較的多くかつ顧客の支払い意思額が高い場合には，
従量課金制の導入により期待利益が大きく増加することを明らかにした.さらに，課金単価と
販売価格の同時決定により，実際の使用量の期待利益に対する変動リスクを低減することを
示した．この研究成果は Optimal pricing for a pay-per-use system based on the Internet 
of Things with intertemporal demand というタイトルで学術雑誌に掲載された． 

(3)チケット販売においてマッチングサービスを提供する際に主催者の利益最大化を目的とした
価格決定モデルを構築し，マッチングシステムの導入により社会的厚生が増加するための条
件を明らかにした．潜在顧客数がイベント会場の総供給量をわずかに上回るとき，マッチン
グシステムの導入は有効である．また，潜在顧客数が総供給量を比較的大きく上回る場合に
は，1次流通における販売価格の上限を設けることで社会的厚生が改善されることを示した．
さらに，潜在顧客数が十分に多い場合には，マッチングシステムを導入するよりも 2 次市場
を規制しないことの方が社会的厚生は改善される結果を得た．この研究成果をまとめ，学術
雑誌に投稿した． 
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